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鋼橋メンテナンスはやりくりのマネジメント 
  

                  橋守支援センター  

                    ＢＭＣ     阿部 允       

 

今回のテーマとねらい 

   最近、公共施設の老朽化の進行でメンテナンスの重要性が認識されるようになった。しかし、鉄道は道路に比 

  べ橋梁の高齢化が2～30年早く、現在、道路で抱える課題は相当早い時期に始まっていた。当時を振り返ると、 

メンテナンスは後追い的対応だけでは中々改善できない。むしろ、意に反して負担が増大することもあった。そ 

こで決め手になったのが「予防保全」への切り替えと「やりくりのマネジメント」の導入であったように思う。 

特に、鋼橋はその特性を活かせば大きな効果をもたらすことも可能である。ここでは、そこでの経験を紹介する 

とともに、これからのメンテナンスの役割と、そこで必要になると思われる技術について触れる。 

 

鋼鉄道橋におけるメンテナンスの足取りと活動歴 

〇 高度成長後のメンテナンス（国鉄、1970年代） 

・スクラップ＆ビルド中心 

・事後保全によるメンテナンスコストの削減 

・要員削減を目指す技術基準の構築、マニュアル化 

 

〇 鉄道の高度化と財政の悪化（国鉄、1980年代） 

・スピードアップ、省力化 

・重大事故・災害対策（疲労対策など） 

・老朽化対策（高齢化と財源不足） 

 

〇 更なる安全の強化と民営化に向けて（国鉄・ＪＲ、1990年～2000年代） 

・資産管理重視 

・事後保全から予防保全へ 

・インハウスエンジニアの再強化、技術基準の見直し 

 

〇 ニーズの高度化、高齢橋梁の増大（現在） 

・資産管理重視（長寿命化、大規模改修、事業収益性の確保） 

・人材育成（インハウス：プロの育成、やりくりのマネジメント力、地域橋守）、脱省力化 

・構造物の信頼性強化（管理の効率化（スマート化）、ＩＴ化、モニタリング） 

 

 

メンテナンスの今後のテーマと有効な技術 

これからのメンテナンスの課題は、老朽化に伴う事故・災害の防止、メンテナンスの効率化、および既存 

  ストックの活用になってくるだろう。メンテナンスは建設に比べ手間がかかり制約条件も多い。これは、ま 

さに子育てと同じだ。どんなに困難でも、理にかなわなくても、途中でやめるわけにはいかないのである。 

そこで、その困難に取り組む戦略的「やりくり」をするための体制や技術が必要になってくる。以下、その 

ために必要となる主な項目を上げてみた。 
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また、これらは鋼橋を活かし、競争力を高めるために欠かせないものでもある。 

 

○ 修繕、更新中心    ➡   長寿命化（老朽化、鋼橋の寿命、目標設定）、壊す技術 

〇 目視による実態把握  ➡   定量的実態把握（異常と変化の早期検知、性能把握） 

○ 事後保全       ➡   予防保全（重大化防止、防災、劣化防止、予測技術） 

〇 損傷診断       ➡   性能診断（耐荷力、余寿命、計算に乗る） 

〇 マニュアル作業    ➡   やりくり管理（メリハリ、全体最適、）、スマート化 

〇 請負契約的体系    ➡   委任契約的体系（英知とマネジメント、責任の所在） 

 

取り組み事例の紹介 

〇 新幹線鋼橋の疲労： 

頻発していた鋼橋の疲労対策 

事後保全から予防保全へ、インハウスエンジニアの強化、管理の処方箋の構築（カルテ） 

 

○ 第三セクター鉄道の活性化 

廃線回避のための延命化 負担になっていたコストと財源確保の改善と、不安視されていた 

老朽化による架け替え負担からの解放 

  ・余寿命診断、管理の効率化、重大事故・災害防止策および重大化防止策の構築 

 

○ ゴルフ場橋梁の長寿命化と管理の効率化 

心配していた構造物の更新負担に対し、性能診断の導入で実態把握し延命化を実現、 

重大事故防止策（リダンダンシー確保とＦＣＭ把握）、効率的管理体制の構築 

 

まとめ 

   メンテナンスの役割は、変化する要求性能を満足させ続けることと、資産の目減りを防ぐ活動といえる。 

また、子育てと同様に、すでに供用中ということで、出来が悪いとか財源が厳しいからといって途中で放棄 

はできない。そこで「やりくり」のマネジメントが必要になる。 

 

「やりくり」のメンテナンスは個々の特性や制約条件を十分考慮する必要がある。そのためには、損傷の把 

握だけでなく、性能としての把握も必要になる。また、それらはより定量化することで実態把握の精度を上 

げることも必要である。「鋼」はそれが得意な分野でもあるといえる。 

 

今後は、「事後保全」から「予防保全」への転換が要件になってくるだろう。そして、予防保全は「劣化 

防止」だけでなく「安全」や「便益」の確保を含めた取り組みとすることで本来の長寿命化を実現できる。 

そのためには、これまでのマニュアル仕事から、将来見通しを立てた戦略的「マネジメント」の導入が不 

可欠だ。（コミッショニング） 

 

併せて、結果責任のとれるインハウスエンジニアの育成が要件となる。即ち、メンテナンスは「愛情と責 

  任感」をベースに、「理性」ではなく「英知」による取り組みができるプロの育成が急務、特に、インハウス 

  エンジニアの強化が決め手になってくるだろう。 
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3.  
Pseudo-elastic design) 

Structural Steel Design (1964), The Ronald Press,  p.22
In view of the discussion thus far, it is apparent  that the term “elastic design” 
is technically a misnomer.

Eurocode3

ECCS: Essentials of Eurocode 3 – Design Manual for 
Steel Structures in Building, p.16, 1991 
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